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NHK報道、https://www3.nhk.or.jp/news/html/20241129/k10014653461000.html



データ管理構造・基盤の変化

 従来……紙の簿冊の分散管理
 政府←→地方自治体、地方自治体間の情報は統合不能

 データ基盤の変化
 ガバメント・クラウド……同一クラウド上の位置・領域

 データ構造の変化
 基礎としてのマイナンバー

 自治体情報システム標準化……同じ情報は同じ構造に
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ＡＩ開発の歴史

 第一次ブーム……ダートマス会議(1956)～オイルショック(1974)
 推論と探索

 第二次ブーム……1980～90年代
 知識表現

 第三次ブーム……2000年代以降
 機械学習

 チェス・将棋といったゲームから実用技術へ

 顔認証・音声認識・音声入力 → 生成系AI（2022～）
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二つの異なる「AI」

 トラディショナルAI
 第1次・第2次ブームにおいて発展

 明示的に記述されたルール → 予測可能性と限定された機能

 モダンAI
 第3次ブーム（＋生成系AI）により発展

 学習による柔軟な機能向上 → 実用性とブラックボックス化
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生成系AI （generative AI）

 画像生成 （Stable Diffusionなど、2022～）
 話題の対象

→ フェイクニュース・児童ポルノ相当画像

 対話型AI （Chat GPTなど、2023～）

 大規模言語モデル（LLM; Large Language Model）を基礎

 ビジネス活用 → 偽情報・誤情報の作成、ハルシネーション
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